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雇用と生活を守る取り組みが重要！
新
た
な
会
社
方
針
提
案

一
月
十
七
日
に
労
使
協
議
会

が
行
わ
れ
、
翌
十
八
日
は
当
該

職
場
の
職
場
集
会
で
会
社
方
針

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
一
部
の
車
載
向
け
商
品
を
除

き
６
イ
ン
チ
・
８
イ
ン
チ
を

６
月
の
同
時
期
に
宮
崎
で
立

ち
上
げ
る

②
宮
崎
に
行
け
な
い
人
に
対
し

外
部
委
託
し
て
い
る
仕
事
を

社
内
に
取
り
込
み
八
王
子
内

の
生
産
本
部
の
中
で
勤
務
し

勤
務
形
態
は
シ
フ
ト
勤
務
等

も
あ
る

③
早
期
退
職
優
遇
制
度
を
実
施

し
退
職
金
は
０
九
年
の
構
造

改
革
時
に
実
施
し
た
割
増
金

を
適
用
す
る

④
再
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
自

己
負
担
二
十
万
円
で
実
施

⑤
移
管
は
年
内
一
杯
で
完
了
さ

せ
る

⑥
各
人
の
意
向
を
二
月
中
に
明

確
に
す
る
。

組
合
員
の
意
見
・
要
望

組
合
員
か
ら
は
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
代
替
職
場
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
」

「
な
ぜ
生
産
本
部
内
と
限
定
す

る
の
か
。
各
人
の
ス
キ
ル
も
異

な
る
の
で
限
定
し
な
い
で
欲
し

い
」

「
生
産
本
部
限
定
は
不
公
平
で

あ
る
」

「
今
日
の
職
場
集
会
に
出
向
や

休
み
な
ど
で
参
加
で
き
て
い
な

い
人
も
い
る
の
で
全
員
に
対
す

る
会
社
説
明
を
実
施
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
」

「
今
回
の
提
案
は
過
去
２
回
の

個
人
面
談
の
内
容
と
は
違
っ
て

新
た
な
内
容
が
出
さ
れ
て
い
る
。

中
に
は
八
王
子
で
職
場
が
確
保

さ
れ
れ
ば
、
宮
崎
に
行
く
と

言
っ
て
い
た
人
が
再

考
す

る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
事
は
白
紙

に
戻

し
て

会
社
は
対
応
す
べ
き
と
思
う
」

「
二
月
中
に
各
人

の
意
向
を

明

確

に
す

る
と
言

う

が
代

替
職
場
の
内
容
が
明
確
で
な

い
と
判
断
が
出
来
な
い
」

「
跡
地
も
含
め
八

王
子
の
全

体
像
を
明
確
に
し
て
欲
し
い
」

「
他
職
場

で
宮
崎

に
行

き
た

い
人
が
い
る
。
今
か
ら
で
も
職

場

変
更

し
教

育

し
て
異

動

さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
」

組
合
は
、
「
会
社

は
生
産

本

部
内
で
の
職
場
確
保
を
考
え

て
他
本

部
へ
の
異

動
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
代

替

職

場
に
つ
い
て
は
委

託
先

の
事

も
あ
る
の
で
今

は
公

に
出

来

な
い
よ
う
で
す
」

「
皆
さ
ん
の
意
見
要

望
は
次

回
の
労
使

協

議

会

で
会

社

に
伝
え
た
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

従
業
員
の
意
向
を
尊
重

し
た
取
組
み
が
重
要

会
社
施
策
で
行
わ
れ
る
宮
崎

移
管
は
従
業
員
に
大
き
な
負
担

が
か
か
り
、
雇
用
と
今
後
の
家
族

を
含
め
た
生
活
に
多
大
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

職
場
集
会
で
も
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
た
よ
う
に
会
社
は
真
摯

に
従
業
員
の
声
に
耳
を
傾
け
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
王
子
市
に
要
請

２
月
１
日
「
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
の
仲

間
と
連
帯
す
る
会
」
の
伊
澤
事
務

局
長
（
八
王
子
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長
）
、
米
田
事
務
局
員
（
電
機

情
報
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
）
、
当
該
従

業
員
と
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
日

本
共
産
党
山
口
和
男
市
議
会
議

員
の
四
名
は
八
王
子
市
役
所
を

用
問
題
」
「
八
王
子
で
の
事
業

継
続
」
な
ど
職
場
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
八
王
子

市
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
側
か
ら
は
副
市
長
が

対
応
し
、
「
今
後
の
八
王
子
市
の

新
体
制
で
も
ラ
ピ
ス
問
題
に
つ
い

て
継
続
し
て
対
応
す
る
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

副
市
長
が

ロ
ー
ム
本
社
を
訪
問

２
月

６
日

副

市

長

は
、
市

長
の
書
簡
を
携
え
て
京
都
ロ
ー

ム
本
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

山
口

市
議

に
よ
れ
ば
、
副
市

長
か
ら
「
手
ご
た
え
の
あ
る
回

答
が
あ
っ
た
」
と
報
告
が
さ
れ
、

ロ
ー
ム
社
は
、
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
や

、
商
業

活
動

に
土

地
を
売
る
こ
と
は

絶

対
な
い
。
も
し
売

却

す

る

と
し
て
も
、
産

業

の
研

究
拠

点
と
な
る
よ
う
な
も
の
（
京
都

リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
の
よ
う
な
）

に
活
用

で
き
れ
ば
と
考

え
て

い
る
」
旨
の
話

が
あ
っ
た
そ
う

WL-CSP宮崎移管問題

従
業
員
の
声
を
聞
き

個
々
人
に
合
っ
た
て
い
ね
い
な
対
応
を



雇用と生活を守るために立ち上がった労働者達

■
２
０
１
１
年
は
貧
困
と
格
差
に
反
対
す
る
運
動
が
全
世
界

に
拡
が
っ
た
年
で
し
た
。
非
正
規
労
働
者
が
３
４
％
を
占
め
る

日
本
で
も
闘
い
が
進
み
ま
し
た
。
電
機
関
連
職
場
の
闘
い
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

沖
電
気
（
東
京
）
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
過
労
自
殺
に
つ
い

て
労
災
と
認
定

津
田
電
気
計
器
（
大
阪
）

恣
意
的
な
６
０
歳
で
の
再
雇
用
選

定
問
題
で
雇
用
継
続
を
認
め
る
判
決

富
士
通
ソ
ー
シ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ

シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
過
重
労
働
に
よ
る
精
神
障
害
の
治
療
中
の
死
亡

が
労
災
認
定

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
愛
知
）
派
遣
労
働
者
の
解

雇
に
つ
い
て
名
古
屋
地
裁
が
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
決

オ
リ
ン
パ
ス

内
部
告
発
し
た
社
員
の
配
置
転
換
を
東
京
地
裁

が
不
当
と
認
め
、
会
社
に
賠
償
支
払
い
命
令

日
立
工
機
（
茨
城
）
６
０
歳
以
降
の
労
働
者
が
交
渉
で
１
年
３
ヶ

月
ぶ
り
に
就
業

ニ
コ
ン
、
派
遣
元
ア
テ
ス
ト

派
遣
先
で
の
過
酷
な
労
働
で
自
殺
し
た
男
性
の
事
件

最
高
裁
が

派
遣
元
・
派
遣
先
の
双
方
に
損
害
賠
償
命
令

ソ
ニ
ー

期
間
社
員
４
人
が
正
規
社
員
と
し
て
別
会
社
に
再
就
職

ソ
ー
ラ
ー
シ
リ
コ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
千
葉
）
労
働
組
合
結

成
を
理
由
と
し
た
解
雇
さ
れ
た
１
１
人
全
員
が
職
場
復
帰

日
本
電
子
硝
子
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
滋
賀
）

県
労
働
委
員
会
が
請
負
社
員
の
偽
装
派
遣
に
つ
い
て
補
償
の
た
め

の
団
体
交
渉
を
命
令

パ
ナ
電
工
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
大
阪
）
外
部
委
託
へ
の
転
籍
か
早
期
退
職
か
を
迫
ら
れ
た
警
備

員
４
人
の
雇
用
継
続

ソ
ニ
ー

賃
金
の
大
幅
減
額
か
、
雇
い
止
め
か
を
迫
る
提
案
を

撤
回
さ
せ
、
雇
用
延
長
し
、
交
渉
を
持
続

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
セ
ン
サ
（
東
京
）
社
員
の
自
殺

を
労
基
署
が
労
災
と
認
定
。

多
摩
エ
レ
・
業
務
の

宮
崎
移
管
で
従
業
員
に
報
告

ラ
ピ
ス
セ
ミ
か
ら
業
務
委
託
さ
れ
て
い

る
Ｗ
Ｌ-

Ｃ
Ｓ
Ｐ
が
宮
崎
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
か
ら
従
業
員
の
今
後
の
雇
用

に
関
す
る
会
社
方
針
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

他
企
業
の
請
け
負
っ
て
い
る
職
場
へ
の

異
動
、
年
内
は
残
る
現
在
の
仕
事
な
ど

で
雇
用
は
守
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
個
人
面
談
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
各
人
の
要
望
に
耳
を
傾
け
聞
き
入

れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
族
も
含
め
た
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
事

態
で
多
摩
エ
レ
の
責
任
は
重
大
で
す
が

一
〇
〇
名
を
超
え
る
労
働
者
の
雇
用
問

題
で
あ
り
ラ
ピ
ス
セ
ミ
と
し
て
も
責
務

は
あ
り
充
分
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

派
遣
社
員
Ｔ
さ
ん
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ

に
直
接
雇
用
を
求
め
る
闘
い

Ｔ
さ
ん
は
、
０
３
年
４
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｅ
（
派

遣
会
社
）
か
ら
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
に
派
遣
さ

れ
て
約
８
年
５
ヶ
月
働
い
て
き
ま
し
た
。

契
約
内
容
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
開
発
」

「
機
械
設
計
」
な
ど
単
純
事
務
作
業
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
実
際
の
内
容
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
従
業
員
の

教
育
を
し
た
り
、
時
に
は
残
業
指
示
を
任

さ
れ
る
な
ど
、
正
社
員
と
同
様
な
一
般
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
労
働
者
派
遣
法

に
よ
れ
ば
教
育
な
ど
事
務
作
業
を
逸
脱
し

た
業
務
が
一
日
及
び
一
週
間
で
１
０
％
を

超
え
る
場
合
、
雇
用
期
間
は
原
則
は
１
年

で
最
大
で
も
３
年
で
す
。
こ
の
規
定
を
超

え
た
場
合
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
が
直
接
雇
用

す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
Ｏ
Ｋ
Ｉ

デ
ー
タ
は
昨
年
９
月
に
契
約
解
除
し
ま
し

た
。
Ｔ
さ
ん
は
違
法
派
遣
を
群
馬
労
働
局

に
申
告
す
る
と
同
時
に
、
派
遣
労
働
者
問

題
に
詳
し
い
電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入

し
、
直
接
雇
用
を
求
め
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ

と
団
体
交
渉
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
。

２０１１年 電機関連の企業

働く権利を勝ち取った

三菱電機（名古屋）

「派遣切り」された３人に

損害賠償の命令判決


